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20％であった．2．分裂病群の平均脳摂取係数は383．08

士102．80と変動大きく，うつ病群は359．34±13．39と変

動は小さかった．3．また両群とも脳半球間に有意な血流

差はなかった．以上より前頭葉血流低下は分裂病に特有

なものではなく，また機能性精神病においては脳半球機

能状態に大きな偏りがないことが判明した．
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28．CTで低吸収域を呈した部位に1231－IMPにて興味

　　ある再分布を認めた左内頸動脈閉塞症の一例
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　IMP　delayed　imageで明瞭な再分布を示した脳梗塞の

一例を経過観察したので報告した．亜急性期のIMP

early　imageで左中大脳動脈領域に広範な集積の低下が

あり，delayed　imageでCTでenhanceを認めた10w

density　areaにも明瞭な再分布を認めた．慢性期のIMP

ではCTのlow　density　areaと｝まぼ一致して再分布を

認めなかった．亜急性期に梗塞の中心部にも再分布する

のは血液脳関門の破壊と肉芽組織との関係が考えられた．

慢性期にも神経学的に改善を認めなかったが，再分布と

viabilityの関係は再分布した部位の神経学的所見と予後

との関係を詳細に検討する必要があると思われた．
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